
児童発達支援
放課後等デイサービス

R7.3 支援プログラム公表資料

無断転用はご遠慮ください。



理念・支援方針

一人ひとりの環境・関わり・成長 を大切にします
未知の可能性があることを信じ、一人ひとりの「環境」「関わり」「成長」を大切にします。

関わり
丁寧にアセスメント分析を

行い、スモールステップに

基づいた関わりを実践します。

成 長
ちいさな成長を

見逃さず評価し、

自己肯定感を高めます。環 境
将来に向けて、楽しく

学ぶ体験や経験できる

環境を作ります。



一戸建てを活かした「おうち」療育支援

「おそうじ」「おかたづけ」「おてつだい」普段おうちですること。

ふだんおうちでお父さんやお母さんがしてくれていること。

「おてつだい」が習慣になると、いつの間にか

生活スキルとなって自分自身の「生きていく力」

になります。その他、学習サポートや持ち物の

管理、簡単な金銭管理なども行います。



大きな庭や自然を活かしたプログラム

ボール遊び、トランポリン、かけっこなど、大きな庭を活かしたプログラムを行います。

虫さがし、デイキャンプ体験、プール遊びなど休日や

長期休暇などを利用して、外出やイベントを計画します。

普段だったらできないこと、みんなと一緒だから経験

できることなど、子どもたちの要望も取り入れながら

たくさんの経験を重ねていく支援をおこないます。



沖縄初！放課後デイに公文式の支援を導入
「できた！」を大切にする公文式の学習に沿った療育支援を実施

学習に対する抵抗感をなくし、達成感を積み重ね、少しずつステップアップします。

1日に15分～20分程度、学校の宿題や公文式のプリントに取り組みます。公文式の学習支援

に基づき、苦手意識のあるお子さんは、簡単なプリントや迷路や点つなぎなどから始めなが

ら、机に向かうことへの抵抗感をなくし「できた！」という達成感を積み重ねながら、少し

ずつステップアップしていきます。

また、ひとりひとりの興味関心や集中の度合いなどを考慮しながら、 座

る場所などの学習環境を調整したり、提示する教材を工夫します。

一生「学びつづけられる」力を養います。



児童発達支援 ５領域プログラム（主に年長向け）

健康・生活
着替えやトイレ等、生活に必要な動作の獲得・生活リズムの確立、クッキング活動から食への興味関心を高める支援、「毎日お
家ですることを身に付ける」支援の他、遊びの中からマナーを知ったり、災害時の過ごし方など訓練を通して学びます。

運動・感覚
「静」と「動」の使い分け！日常生活に必要な手足の運動や手指の動作を習得します。ボール遊びやトランポ
リン運動の中で身体の使い方を楽しく学び、季節に合わせた制作活動の中で色鉛筆やハサミ、シール貼り等で
手指を使った細かな動作を支援します。

認知・行動
それぞれの特性に合わせて「入ってくる情報」うまく処理して捉えられるよう支援します。こだわりへの配慮を行うと
共に、付き合い方や和らげる方法の習得を目指します。音(聴覚)や表示(視覚)の認知、時間の感覚を養うなど、スムー
ズな行動に繋げられるよう工夫します。

言語・コミュニケーション
コミュニケーションの第一歩「あいさつ」を大事にしています。日々信頼関係を育みながら意思表出のひきだしを丁寧
に行います。経験や体験と言葉を結び付け、表現できる言葉の数を増やし正しく使えるよう支援します。活動での司
会・発表の機会を多く持ち、「伝える機会」を多くもっています。

人間関係・社会性
1人遊びから大人が介入して行う連合的な遊び、役割分担したりルールを守って遊ぶ協働遊びを通して少しずつ社会性
の発達を支援します。様々な活動を通して他を思いやる気持ちや感謝の気持ちが身に付くよう支援し、協調性を育み対
人関係の幅が広げられるよう支援します。



放課後等デイサービス ５領域プログラム（小学生）

健康・生活
健康な心と身体を育て自ら健康で安全な生活を作り出すことを目指します。「物を大切にする」「身の回り
を清潔に保つ」「年齢に応じた着脱や排泄動作」生活に必要な生活動作を基盤におやつで使用した食器を洗
う、掃除の時間(長期休暇)などお手伝いを通して生活スキルを高めます。

運動・感覚
日常生活に必要な手足の運動や動作に加えてバランス感覚、力のコントロールなど運動機能の向上を目指し
ます。自分自身が持っている力が充分に発揮できるよう支援します。

認知・行動
自分自身のもっている感覚と時間・空間・数・形など様々な情報を手がかりに環境や状況の把握、適切な処
理ができるよう一緒に探し考えます。偏りから生じるちょっと困った行動の予防を図ったり、自分に合う対
処方法を身につけていきます。

言語・コミュニケーション
コミュニケーションは「あいさつ」から。信頼関係を築きながら意思の表出を引き出す声掛けを行います。
聴く力、イメージする力、意思決定する力を養い、場面に応じたやりとりができるよう支援していきます。
たくさんの言葉に触れて表現力を高めます。

人間関係・社会性
年齢が上がるにつれ複雑になっていく人間関係。心も身体も日々変化します。「周りの人といい関係を保てる」「場
に応じた振る舞いができる」ことを目標にルールの理解、自分自身を知って気持ちをコントロールする力を発揮でき
るよう支援し、人間関係・社会性を育てます。



家族支援

「親との協働子育て支援」

子どもが最大限に成長できる基盤となる家族を支えます。

「親なき後」を考える視点を軸に、心配になっていること、不安になっているこ

と、困っていることに寄り添いながら、本人にあったサポートを一緒に探します。

社会福祉士、精神保健福祉士を持つスタッフを中心に、サービスの福祉制度の情

報提供、つなぐ支援を行います。親同士のつながり（ピア活動）の機会を提供し

ます。



移行支援

「インクルージョン」の視点を持ち、日々の療育支援に励みます。

進級、進学、卒業 それぞれのライフステージに向けて環境を整えるとともに、

成長のバトンタッチがスムーズに行えるよう一緒に考えます。

Wishでは、親の見守りの下での行動ではなく「自ら判断して行動出来る人に」を

目指し、学校や学童クラブなどで療育活動で習得した行動が取れるよう、移行に

向けた支援を行います。



地域連携支援

関係機関と連携をとり多方面から支援します。

学校や医療機関、市町村との連携を図りながらお子さまを支援させていただきます。

保護者の方の要望に応じて、学校や医療機関、市町村と連携を図りながらお子さまを

支援させていただいています。事業所が学校見学やケース会議を開催したり、学校の

先生に事業所見学をしていただいたりすることもあります。



月間活動
プログラム
（例）



主な年間行事

１月 お正月
２月 節分・バレンタインデー
３月 ひなまつり・卒業プログラム・避難訓練
４月 春休み（外出・調理等）入学プログラム
５月 こどもの日プログラム
６月 慰霊の日プログラム
７月 七夕
８月 夏休み（外出・体験・BBQ）
９月 敬老の日プログラム・避難訓練
10月 ハロウィン
11月 勤労感謝の日プログラム
12月 クリスマス



職員の資質向上に関する取り組み

Wishには、保育士・児童指導員・社会福祉士・精神保健福祉士・公認心理師・教員免許
様々な資格を持つスタッフがいます。

【福祉】【教育】【保育】【医療】において
専門性の垣根を超えた療育支援を目指して日々自己研鑽に取り組んでいます。

主に

虐待防止（身体拘束）に関する研修 事故防止に関する研修 感染症に関する研修

防犯に関する研修 災害に関する研修 療育活動に関する研修

悩みや成功体験の共有、各資格者からの視点研修（サービス・医療制度・心理検査等）

プログラム立案方法の伝達研修・公文式研修・その他職員資質向上研修

その他、様々な研修を実施し人材育成に努めていきます。



★営業日★

月曜日～金曜日・土曜日（月２回程度）

★営業時間★

学校終了後～１７時３０分 まで

長期休暇・土曜日 ９時～１７時３０分 まで

★お休み★

日曜日・祝祭日・年末年始12/30～1/3・旧盆（ウークイ）

営業時間は？



学校のある日（例） ～平日～

13：00 ～ 送迎（迎え）

14：00 ～ 順次入室 各自予定の確認

手洗い、所持品の片付け 室内遊び ブロック、など

14：30 ～ 宿題、公文式教材などに取り組みます。

15：00 ～ おやつ

15：15 ～ 全体活動 外遊び、創作活動、感触遊びなど

16：00 ～ アクティビティ（全体活動）

16：35 ～ かえりの会 一日の振り返り

16：45 ～ 送迎（送り）



学校がお休みの日(例） ～土曜日・夏休みなどの長期休暇～

9：30 ～ 送迎（迎え）

10：00 ～ デイ到着、入室 手洗い、所持品片付け、はじめの会

10：15 ～ 全体で一日の予定の確認、集団プログラム・個別支援

（全体活動:晴天の日は、お出かけ・外遊びなど外での活動が中心）

12：00 ～ 昼食 (お弁当持参)

13：00 ～ 集団プログラム・個別支援・自由遊び

課題（グループ）活動 工作、おやつ作り、ゲームなど

15：00 ～ おやつTime

15：15 ～ 片付け・帰宅準備・帰りの会

15：30 ～ 送迎（送り） 個別療育支援



システムを活用しスマートフォンから確認できます
パソコン・スマートフォン・タブレットから通所時の様子や活動の様子等お子さ

まに関するさまざまな情報を確認することができます。保護者様も安心して利用

できます。

マイページを通して施設からのお知らせを一斉配信。

夏季・年末年始休暇のお知らせから保護者会や講座といったイベント情報を発信

しています。保護者様との情報共有を行います。

入退室・送迎連絡メールし、送迎や施設利用時の心配を解消します。

保護者様が心配になる「学校にちゃんと迎えに来てもらえたかな？」「無事に着いた

かしら？」という心配を解消し、保護者様が安心できる送迎や施設利用をめざします。



送迎やってます。 どこまで？

★中 城 村

中城南小学校全域 ※その他中城村の小学校はご相談ください。

★宜野湾市

長田小学校全域・宜野湾小学校一部地域

※Ｗｉｓｈよりご自宅・小学校が車で片道15分以内程度

その他の地域はご相談ください。



利用するには？

利用するには、自治体発行の「障害児通所受給者証」が必要です。

申請の際、自治体によって医師の診断または意見書が必要となる場合があります。

詳しくは、お住まいの市区町村の障がい福祉課にお問い合わせ下さい。

Ｗｉｓｈを利用できる対象児童は？

サービスのご利用対象となるのは、

障がい者手帳を取得している必要はなく、医師などから療育の必要性が認められた場合

には、自治体の判断により利用をすることができます。

Ｗｉｓｈでは、主に小学生を対象にしたプログラムを展開していきます。



利用料金はどれくらい？

利用料金については、利用費用の1割が自己負担（9割は公費負担）となり、1回のご利用

あたり1,000円前後となります。また世帯の所得に応じて、月額0円・4,600円・37,200円

の負担上限があり、1ヶ月に利用したサービス量に関わらずそれ以上の費用は生じません。

※おやつやお弁当を注文する場合や、イベント等を実施する場合などに別途費用がかか

る場合があります。



（ウィッシュ）はどこにある？

〒901-2424 沖縄県中頭郡中城村南上原３９番地２



よくある質問

学校がお休み時の昼食は？→基本的にお弁当持参になります。

お休みのとき弁当を用意できない時は？→お弁当代(実費)を預かり、近場のお弁当屋

さんで購入することも可能です。

おやつ代の支払いはありますか？→無料で提供しています。

おうちへ帰ってくる時間は？→当日利用した児童の送迎ルートにもよりますが、

平日：17：00～17：30頃・土曜、長期休暇：16:00～16:30頃自宅到着予定となってい

ます。

保護者様にお願いしたいこと→小学校とのやり取りに関しては、連絡事項の抜けを防

ぐため、基本的に保護者様でのご対応をお願いします。



公文式に関して

利用する料金は？

導入するにあたり、無料となります。希望制となります。

公文での宿題とかありますか？

療育の一環として行いますので、自宅での公文の宿題はなしで対応致します。

ご家族の負担なく、ご本人の「できた」を事業所で感じることを大切にします。



無断転用はご遠慮ください。
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